
 

 

  CRT日本委員会 2017年２月 

ビジネス＆ヒューマンライツ国際会議 in 東京 
Conference on Business and Human Rights in Tokyo 

個別企業ダイアログ  
 

応募締切：２０１７年３月１０日（金） 

2017年 B&HR週間 

グローバルの第一人者とのダイアログ開催！  

2020年東京オリンピック大会に向けて、厳しい NGOからの要
請に対し、企業の胆力を鍛えると同時に、いかにして正当性の

担保を得ることができるのか、自主的に対策を講じなくてはい

けません。今後、ますます「ビジネスとヒューマンライツ（人

権）」をもとに、企業を評価する動きが強まってきます。すで

に現在 NGO団体の攻撃がパーム油の小規模農家や建設現場の 
南洋材の使用について始まっています。 
こうした中で、企業は独りよがりではなく、グローバルで活躍

している第一人者からのアドバイスを受けながら、進めていく

姿勢がステークホルダーからの信頼を得る近道だと考えます。 

■日	
 時：２０１７年９月１２日（火）もしくは１４日（木） 

■場	
 所：日本生命丸の内ガーデンタワー（AP東京丸の内） 

■参加費：１００万円（税抜） 
	
 	
 	
 	
 	
 ※９月１５日の国際会議への参加（無料枠：３名） 
	
 	
 	
 	
 	
   ※日本における「ステークホルダーエンゲージメントプログラ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
   ム」に参加される場合には、その参加費が負担されます。 
 

■所要時間：９０分（１社につき、２名の有識者が参加） 

■使用言語：日本語・英語（逐次通訳） 

■参加申込：CRT日本委員会（石田）info@crt-japan.jp 

9/11   Mega-Sporting Events ＆	
  
          Human Rights 
	
 	
 	
 （2020 年東京大会）	
  
	
  
9/12   個別企業ダイアログ	
  
	
 	
 ・有識者とスポンサー企業	
  
 
9/13   Feasible Study Tour 
 
9/14   個別企業ダイアログ	
  
	
 	
 ・有識者とスポンサー企業	
  
	
 	
 ・ステークホルダーエン	
  
	
 	
 	
 ゲージメントプログラム	
  
	
  
9/15 6th Business & Human 
             Rights 国際会議	
  
	
 	
 	
 （オープンイベント）	
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第一人者の顔ぶれ（予定） 

この個別企業ダイアログは、ヒューマンライツデューデリジェ

ンス、英国現代奴隷法や責任あるサプライチェーンなど「ビジ

ネスとヒューマンライツ（人権）」の取り組みについてお悩み

の企業さまに向けて、グローバルでイニシアティブを発揮して

いる第一人者たちが、的確にアドバイスを行います。 
 
＜第一人者が所属する組織団体（2016年国際会議に参加）＞ 
・人権ビジネス研究所（Institute for Human Rights and Business） 
・ビジネス・人権資料センター（Business & Human Rights Resource    
    Centre） 
・OECD責任ある企業行動に関する作業部会（OECD Working Party  
    on Responsible Business Conduct） 
・デンマーク人権研究所（The Danish Institute for Human Rights） 
・Building and Wood Workers International 
・ASEAN CSRネットワーク（ASEAN CSR Network） 
・SEDEX 
・Verisk Marplecroft 
・ブルーナンバー財団 Bluenumber Foundation 
・ELEVATE 
 

サステナブル・ナビゲーション

（STEP J） 
ビジネスとヒューマンライツデューデ

リジェンスのアプローチのシンプルに

見える化した“サステナブル・ナビゲ

ーション”で言えば、『STEP J』に	
 
この個別企業のダイアログが該当しま

す。 
これまで取り組まれてきたことや、今

後の取り組みについても、お気軽にご

相談して下さい。グローバルが目指し

ているレベルとのギャップを認識する

ことで今後目指すべき課題を明確にし

ていくことができます。 

個別企業ダイアログの特典 

このダイアログの内容は、後日御社のレポート

やホームページに掲載することができます。 

当会では、司会進行、逐次通訳、サマリーの作

成（要点整理）、写真撮影（集合写真）などを

行います。 

※ただし、テープおこしなどの詳細議事録は 
	
 作成しませんので、ご了承ください。 
	
 どうしても必要な場合は、ご相談ください 
	
 （別途費用）。 

2016年の個別企業ダイアログでは、アシックス、
ANAホールディングス、日本通運、日本郵船、	
 
不二製油、三菱重工業、ダスキン、富士フイルム

が参加され、これまでと違った視点で指摘され、	
 

新たな課題認識ができたことはとても有益だとの

コメントが寄せられました。 	
  


